
 

 
 
報道関係各位                                         2024 年 7 月 10 日  
 

令和 5 年度 建設荷役車両安全技術協会「考案賞」 
アクティオ社員の考案が金賞・銀賞をダブル受賞！！ 

～高所作業車整備の安全性と効率性を改善～ 
 
 

株式会社アクティオ 
 
 

総合建設機械レンタルの株式会社アクティオ(本社：東京都中央区日本橋、代表取締役社長兼

COO：小沼直人、以下アクティオ)は、令和 5 年度 公益社団法人 建設荷役車両安全技術協会（以下 

建荷協）「考案賞」において、弊社社員が考案した「高所作業車用傾斜規制点検台作成」が金賞、

「ENCL・ENTL 専用台車の作成」が銀賞を受賞しました。 

 

建荷協「考案賞」は、特定自主検査に係わる労働災害の防止および品質・能力向上に役立つ作業 

改善や検査技術、機器等の考案を推奨し、特定自主検査制度の意識高揚を図ることを目的としてい

ます。「金賞」、「銀賞」、「努力賞」、「参加賞」が授与されます。 

 

今回の受賞は、いずれも弊社三重いなべテクノパーク統括工場において、高所作業車の整備業務

を担う社員が考案・作成し、安全性と効率性を高めることが高く評価されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、昨年の銀賞の受賞に引き続き、２年連続の考案賞の受賞となりました。 

 



 

【考案概要】 
 

 ■金賞受賞 「高所作業車用傾斜規制点検台作成」 
 

高所作業車は、転倒のリスクを回避するた

め、傾斜地ではデッキ（作業床）が上昇しない

よう、自動的にストッパーがかかるようにセン

サーがついており、この安全機能が正常に働

いているかどうかを検証するため、レンタルの

出庫前に高所作業車の本体を傾斜地に置いて

点検を行います。従来は、床に 2 台の小型ス

ロープを車幅に合わせて置き、そこに高所作

業車を乗り上げる方法で行っていましたが、転

倒のリスクがありました。また、前傾斜の検証後に後傾斜を調べるために車両を U ターンする必要が

あり、時間的なロスもありました。 

今回作成した点検台は、高所作業車が一方向に点検台を通過するだけで、前傾斜と後傾斜に加え、

これまで難しかった横傾斜の点検も連続して行えます。室内系高所作業車の中で最も大きな 9.9ｍ

タイプにも対応する大きなサイズとなっており、タイヤやクローラがスロープから外れ転倒するリスク

を大幅に軽減することができました。また、Ｕターンの手間もなくなり、効率化にもつながりました。 

 

＜改善前＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改善後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車幅に合わせて置いた２台のスロープに乗り

上げて傾斜点検。熟練が必要、かつ転倒のリス

クがあった。 

一方向に通過するだけで、前傾斜・後傾斜・横

傾斜の点検ができる。工場内の高所作業車の

「通り道」に設置することで、常時、効率的な

点検が可能となった。 



 

■銀賞受賞 「ENCL・ENTL 専用台車の作成」 
 

現場から戻ってきた室内系高所作業車は、

クローラやタイヤの交換、清掃などの整備を

行います。その際に従来は、クレーンで高所作

業車を吊り上げ、車体の下を覗き込むように

して４片の木材を差し込み、車体を載せてい

ましたが、木材を置く位置が分かりづらく、車

体と床に手が挟まれたり、車体が転倒するリ

スクがありました。また、クレーンの吊り降ろ

し作業を慎重に繰り返しながらセッティング

を行うため、時間を要していました。 

 今回作成した台車は、北越工業株式会社の高所作業車ENCL・ENTLシリーズに対応した専用台車

です。高所作業車の車体下部に合わせて４つの鉄製の台がつながった仕様で、クレーンで吊った車体

の下に片手でスライドして差し込み、ストッパーが車体に触れたところで車体を降ろせば位置が合う

ようになっています。安全性の向上とともに、時間も従来の半分以下になり、効率化を実現しました。 

また、台車自体が重いため、持ち運びがしやすいよう車輪もつけました。 

 

＜改善前＞                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改善後＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車体の下を覗き込むことなく、片手で差し込むだ

けで設置ができる。 

クレーンで吊った車体の下を覗き込み、微調整

を繰り返しながら木片を置いていた。 

車輪がついているため持ち運びも容易。 



 

■アクティオが展開する“レンサルティング”とは 
 

アクティオのコンセプトである「レンサルティング」

は「レンタル」と「コンサルティング」を合わせた造

語で、商標登録しています。会長の小沼光雄は著

書の中で次のように紹介します。『従来、建機の

世界では「つくる」「売る」という要素が主だった

ところに、「知恵やノウハウをプラスして貸す」と

いう新たな価値提案をビジネスとして行ったわけ

です』（算数とハートの経営 2014 年 幻冬舎）。

現在の建設機械は、非常に高度化しており、せっ

かくの機能も、現場で最大限に活用することは難

しくなっています。目的を果たすため、状況に応

じてどの機能をどのように使うのか。アクティオは単に機械を貸すだけでなく、専門的なノウハウを

持ってサポートします。建設機械を熟知する専業レンタル会社だからこそ可能な、しかしレンタルの枠

組みを飛び出した提案型のサービスがレンサルティング。時代とともに、その意義を拡大し、進化を

続けています。 

 

【アクティオ公式サイト】https://www.aktio.co.jp/ 

【アクティオ Facebook ページ】https://www.facebook.com/aktio.jp/ 

 
 

■本リリースに関するお問い合わせ先  

株式会社アクティオ 広報部 担当：成澤、高島 

TEL:03-6262-7867 FAX:03-6262-7982 e-mail：koho@aktio.co.jp 
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